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クワ胴枯病菌の腐生栄養について

－各種木本植物枚培地における生育－

松　野　瑞　彦ホ・土　井　則　夫＊

1　ま　え　が　き

クワ胴枯病は積雪地の重要病害の1つであり，福島

県においても会津地方，阿武隈山系の多雪地帯におい

て常習的に被害にみまわれ，その防除技術の確立が急

がれている。

本病の発病機構についてはすでに青木により詳細に

検討されている。しかしながら，現行のクワの肥培管

理，収穫法をふまえた，伝染機構については充分な検

討がなされていない。かかる観点から本病の伝染源を

考える上で，本病菌のクワ以外の植物での腐生柴草に

ついてチェックする必要があろうと考え，若干の検討

を加えた。

2　試　験　方　法

19°7年4一一5月に野外から29科85種の木本性植物2

年枝を採取し，10－12（間に切断し，少量の水道水とと

もに試験管に入れ高圧蒸気殺菌をおこない枝培地とし

た。この枝培地にあらかじめクワ枝培地で培遷してお

いた本病菌から柄胞子懸濁液を調整し．各枝培地に無

菌的に接種し，2d～27℃，暗黒条件で培養した。培着

結果の調査は接種後10．20，50の各日に菌糸の生育状

況を肉眼的に判定した。判定基準は生育不明なものを

士，うっすらと生育が認められたものを＋，全体に密

に生育をしめしたものを1≠とし．その中間を一什とした。

また子座形成の遅速も観察した。さらに50日目には子

座をかきとり，柄胞子の有無を検鏡した。β一胞子の

存在が認められたものについては10子座について1子

座内におけるα一胞子，β－胞子の有無を観察した。

る　試　験　結　果

菌糸の生育程度および子座形成時期は第1－1表お

よび第1－2表のとおりである。培養後50日の結果を

みると，生育が認められなかったのはウツギの1踵で

他の‘4踵はすべて十一州－の生育をしめした。生育程度仰

の植物としてクワ，イヌビワ，イチジク，′、リグワ㌧

コウゾ，ヒマラヤシーダー，モミ，ノイバラなど21種，

それについでクマジデ，カラマツ．ヨシノザクラ，サ

ルトリイ′ミラなど20種，生育程度十をしめしたものは

シラカノミ，赤ヤツ，ヒメゴヨウなど25種であった。同

科内においても生育程度に差異がみられ，例えばまつ

科のヒマラヤシーダー．モミは生育良好であったが，

赤マツ，ヒメゴヨウはさほどでなかった。同様なこと

はばら科，ぶな科，つつじ科などについてもうかがえ

た。

クワ枝培地と各枝培地における生育程度を比校する

と，クワでは初期生育が経慢であるのに比し，イヌビ

ワ，イチジク，コウゾ，ナラ，ツルウメモドキ，クル

ミ，イヌツゲの7種は培養後10日で生育程度帖をしめ

し，′、リクワ，ヒマラヤシーダー，モミ，カラマツ，

ノイパラなど25種もクワと同程度の初期生育であった。

子座形成の遅速をみると早いもので培養後10日でみ

られ，50日までにはほとんどに認められた。とくに早

いものはイチジク，′、リグワ．コウゾ，ヤマブキなど

25種であった。また，ミズナラ，マサキ．ホオノキ，

ネズミモチ，サソシ。ウ，ウツギは非常に劣るかある

いは認められなかった。

つぎに培養後5D日の柄胞子の有無を検討した結果，

α一億千，β一胞子ともにみられないか判然としない

ものにミズナラ，マサキ．ホオ′キ，ネズミモチ，サ

ンショウ，ウツギのd踵で他の59種はすべて認められ

た。β一胞子が認められたのはシラカバ．クワ，イヌ

ビワ，コウゾ，ヒメゴヨウ，ナシ，フジ，ケヤキの8
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種であった。これらの8踵の10子座について1子座内

におけるα一胞子．β一胞子の存在をみると，第2表

にしめすとおり，大半は混在していたがヶヤキぬ9子

座のようにβ一胞子のみのものもあった。なお，表中

にはしめさなかったが，量的にはα一胞子が圧倒的に

多かった。ただケヤキはβ一胞子が比較的多いことが

うかがわれ興味がもたれた。

第1－1表　クワ胴枯病菌の各種枝培地上での生育と子座形成

科　　　　 名 種　　　　 名 1 0　日 2 0　日 5 0　 日

か　 ば　 の　 き
ク　 マ　 シ　 ヂ ＋ ＋ 一什　 （＋）

シ　 ラ　 カ　 バ ＋ ＋　 （＋） ＋

く　　　　　　 わ

ク　　　　　　　　 ワ 」十 十什 十什　 （＋）

イ　　 ヌ　　 ビ　 ワ †什 1≠ 1≠　 （＋）

イ　 チ　 ジ　 ク †≠　 （＋） †什 什I

ハ　 リ　　 グ　 ワ 一什　 （＋） 1十 ≠ト

コ　　　 ウ　　　 ゾ 1≠　 （＋） 1≠ †≠

ま　　　　　　　 つ

赤　　 マ　　 ツ 十 ＋ ＋　 （＋）

ヒマラヤシーダー 一什　 （＋） 糾 †什

カ　　 ラ　　 マ　　 ツ ＋I ・什　 （＋） ＋ト

モ ≠ ≠　 （＋） †什

ヒ　 メ　 ゴ　 ヨ　 ウ ± 十　 （＋） ＋

ば　　　　　　 ら

ノ　 イ　 バ　 ラ 十十 †≠　 （＋） ≠ト

山　 ザ　 タ　 ラ ＋ ＋ ＋　 （十）

ヨ　シ ノ　ザ　 タ　ラ ＋ 」＋　 （＋） ≠

サル トリイバ ラ ＋ト 一什　 （＋） ＋ト

ヤ　 マ　 ブ　 キ 」＋　 （＋） 」＋ ＋ト

ナ　　　　　　　　 シ ＋ ＋　 （十） ＋

ウ　　　　　　　　 メ ＋ ＋ト　 （＋） 一汁

く　ま　 つ　 づ　 ら 紫　　 式　　 部 1十 一什　 （十） ≠

う　　　 る　　　 し ウ　　　 ル　　　 シ 十 十 ＋　 （＋）

か　　　 え　　　 で
山　 モ　 ミ　 ジ 」＋ ≠　 （＋） †什

カ　　　 エ　　　 7■ ＋　 （＋） ＋ト 1ト

ぶ　　　　　　 な

ブ　　　　　　　 ナ 1十 十十 1十　 （＋）

ク　　　　　　 リ ＋ 　 ＋ 1十　 （＋）

コ　　　 ナ　　　 ラ ± ± ＋　 （＋）

カ　　　　 シ　　　 ワ ＋ ＋　 （十） ＋

ナ　　　　　　　 ラ 州・ （＋） 川－ †≠

ミ　　 ズ　 ナ　 ラ ＋ 十 ＋

シ　　 ラ　　 カ　　 シ ＋　 （十） 一什 ＋

に　 し　 き　 ぎ

ニ　　 シ　 キ　 ギ 一汁 1十　 （＋） 1十

ツル ウメモ ドキ 1≠　 （＋） ≠ト ≠←

マ　　　 サ　　　 キ ± ＋　 （＋） ＋

注．（）内は子藍形成時期をしめす0
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第1－2表　クワ胴枯病菌の各種枝培地上での生育と子座形成

科　　　　 名 種　　　　 名 1 0　日 2 0　 日 5 0　日

つ　　　 つ　　　 じ

山　 ツ　 ツ　 ジ ≠ 1十　 （＋） 1十

夏　　 ハ　　 ゼ ＋ ＋　 （十） ＋

ア ヅマ ドゥダソ 一汁 ≠ト　 （＋） 叫

ヒ　メ　ド　ゥ　ダ　ソ ± ＋　 （十） ＋

ア　　　 セ　　　 ビ ＋ ＋　 （＋） ＋

ま　　　　　　　 め

′、　　　　　　　 ギ ＋ ＋ト　 （＋） ≠

ネ　　 ム　　 ノ　　 キ 1＋ †什　 （＋） †什

三　七　ア　カ　シ　ア ・什　 （＋） †什 十什

フ　　　　　　　 ジ 一汁　 （＋） 1十 」十

ひ　　　 の　　　 き

ネ　 ズ　 ミ　サ　 シ ＋ ＋ ＋　 （＋）

ヒ　　　 ノ　　　 キ ＋ ＋　 （＋） ＋

ア　　 ス　　 ナ　　 ロ ＋　 （＋） ＋ ＋

に　　　　　　　 れ ケ　　　 ヤ　　　 キ ＋ 朝一　 （＋） †≠

く　　　 る　　　 み
ク　　　 ／レ 侶　 （＋） 寸≠ 丁≠

オ　 オ　 ク　ル　 ミ ＋ 」十　 （＋） ≠

つ　　 ば　　 き
サ　　　 カ　　　 キ 一汁 ＋ト　 （＋） ≠

ツ　　　 ′ミ　　　 キ ＋ ＋　 （十） ＋

も　　 く　 れ　 ん ホ　　 オ　　 ノ　　 キ ＋ ＋ ＋

も　　 く　 せ　 い
ネ　 ズ　 ミ　モ　 チ ± ＋ ＋

ア　 オ　 ダ　 モ ＋ ≠　 （＋） 」十

も　 ち　 の　 き イ　　 ヌ　　 ツ　 ゲ イ≠　 （＋） †≠ 1≠

い　 ち　 上　 う イ　　 チ　　 ョ　　 ウ ＋　 （＋） ＋ト ≠

や　　 な　　 ぎ ヤ　　　 ナ　　　 ギ 1＋　 （＋） イ≠ 什ト

み　　　 か　　　 ん サ　 ン　 シ　 ョ　ウ ＋ ＋ ＋

ぶ　　　 ど　　　 う ヤ　 マ　 ブ　 ド　ウ 朝一　 （＋） ≠ ＋ト

か　 き　 の　 き カ　　　　　　　 キ ＋「 （＋） ♯十 †什

じ ん ち　ょうげ ミ　　 ツ　　 マ　　 タ 1ト　 （＋） 榊 4≠

ざ　　 く　　 ろ シ　 P　ザ　 ク　 ロ 一汁　 （＋） †≠ 1≠

す　　　　　　 ぎ ス　　　　　　　 ギ 一什　 （十） 刊－ ≠

ゆ　 き　 の　 し　た ウ　　　 ツ　　　 ギ － － －

の うぜ んかず ら キ　　　　　　　 リ ＋ ＋　 （＋） ＋

か　　　 ほ　　　 ん シ　 ノ　　 ダ　 ケ l　 ＋ （＋） ＋ ＋

注．（）内は子座形成時期をしめす。
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第2表　子座内でのd一胞子，β「胞子の存在
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子座鳳 1 2 5 4 5 d 7 8 9 10
植物名　 胞子の別 α・β α・β α・β α・β α・β d ・β α・β α・β α・β

十 ＋

α・β

＋ ＋
シ　　 ラ　　カ　 バ ＋　＋ ＋　＋ 十　一 十　一 ＋　十 ＋　＋ ＋　＋ ＋　＋

ク　　　　　　　　 ワ ＋　－ ＋　－ 十　一 ＋　＋ ＋　＋ 十　一 ＋　＋ ＋　＋ 十　一 ＋　＋

イ　　 ヌ　　 ビ　 ヮ 十　＋ 十　一 ＋　－ ＋　－ 十　十 ＋　＋ ＋　－ ＋　＋ 十　十 ＋　－

コ　　　 ウ　　　 ゾ ＋　－ ＋　＋ ＋　＋ ＋　＋ 十　一 ＋　＋ ＋　－ ＋　－ ＋　－ ＋　－

ヒ　メ　ゴ　ヨ　ウ ＋　＋ ＋　－ 十　十 ＋　＋ ＋　－ 十　一 ＋　十 ＋　＋ ＋　＋ 十　一

ナ　　　　　　　　 シ 十　一 十　一 ＋　＋ ＋　－ ＋　＋ 十　十 ＋　＋

フ　　　　　　　　 ジ ＋　－ ＋　＋ ＋　一 十　一 ＋　＋ 十　十 ＋　－ ＋　－ 十　一 ＋　－

ケ　　　 ヤ　　　 キ 十　十 ＋　－ ＋　＋ ＋　＋ ＋　－ ＋　－ ＋　＋ ＋　＋ 一　十 ＋　＋

注．1）－：存在しない。　＋：存在する。

2）量的な検討は加えていない。

4　ま　　と　　め

クワ胴枯病菌の腐生栄養の知見は本病の伝染源解明

の一助になるであろうと考え29科‘5種の木本性植物に

ついて検討した。

1今回の試験で本病菌は28科84種に腐生的に生育

することがわかった。菌糸の生育程度をクワと比較す

るとイヌビワ，イチジク，コケゾ，ツルウメモドキな

ど7種はクワに勝った。また，同科内においても差異

があった。

2　子座形成の遅速をみると植物により差異がみら

れ，イチジク，ハリクワ，コウゾ，ヤマブキなど25種

がクワより早期に形成した。

5　培着後50日の柄胞子の有無および種類をみると

ミズナラ．マサキ．ホオノキ，ネズミモチ，サンシヨ

ウ．ウツギではみられないか，判然としない。他の59

垣は認められた0β－胞子がみられたものはシラカバ．

クワ．イヌビワ，コウゾ．ヒメゴヨウ，ナシ，フジ，

ケヤキの8種であった。

4　以上の結果．本病菌はかなり広範囲な腐生生活

が可能なことが判明したが，野外で実際におこなわれ

ているかは今後追究していく考えである。

クワヒメハマキ越冬幼虫の枝条における分布と行動

吉　井　太　Fう＊

1　ま　え　が　き

クワヒメハマキは，山間高冷地に発生が多く，また，

年間粂桑収穫法あるいは輪収法が普及したために残桑

が多くなり，これが東北地方などでは多発を誘ってい

るといわれている。福島県においても福島市荒井．郡

山市湖南町，西白河郡西郷村，原町市の一部には常習

的に発生し，多発によって春蚕の掃立が不可能になっ

たという事例もある。

さて．本幼虫は冬芽の基部や枝幹の裂目に巣網を張

り，この中で越冬するが，越冬幼虫の枝条における垂

直分布とその後の行動についての報告はみあたらない。

そこで，これらの点について調査した。

2　試　験　方　法

仙　越冬幼虫の枝条における垂直分布

197d年4月19日に，本虫の多発する西白河郡西郷村

大字小田倉の桑園から，長さ140－200C桁の改良鼠返

2年生枝条を20本採取し，基部から幼虫の付着してい

る冬芽までの距離を測定した。
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